緑茶抽出物および茶ポリフエノ 一ルのエーリッヒ腹水ガン細胞における増殖阻害効果のメカニズムに関する研究 by OPARE KENNEDY, DAVID
L 










MECHANISMS OF THE田OWTHIN削B1TORYEFFECT OF GREEN TEA EXTRACT AND 













































































ールの影響についての研究では、四Kl/2、 J~K/SArK と p38のMAPキナーゼ類の活性はEGCtこより促進さ
れることを明らかにした。また、これらのMAPキナーゼ活性の増加は、 N-アセチルシステインの添加に
より抑制されたことよりGSUやPSHなどの細胞内SHの減少に依存することが明らかにした。 (5)カスパーゼ
活性におよぽすGTEの影響についての研究では、細胞死の実行に機能する一群のタンパク分解僻柔であ
るカスパーゼ活性がGTEにより促進されること、さらにその促進はカスパーゼ3の間宮剤の添加により
抑制されることを明らかにした。これらの結果から、 GTEによるガン細胞の綱胞死はカスパーゼの活性
化を介していることを明らかにした。
以卜のように、本論文は緑茶抽出物によるガン細胞の増殖抑制メカニス。ムについて詳細に解明したもの
であり、多くの新しい知見をもたらした。よって、本論文は博士(学術)の学位を授与するに{由~するもの
と認める。
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